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■グループ紹介

エネルギー・資源

P

三菱重工高砂研究所

(ガスタービン燃焼グループ）

高砂研究所は，明治41年以来約70年にわたる永い歴

史をもち，わが国の産業発展の歩みとともに船舶，重・

化学工業化に寄興してきました．昭和39年,三菱3重

工の合併に伴い，原子力，ガスタービン，圧縮機，水

車，ポンプ，水処理装置，集塵器，橋りょう，建設機

械などの分野を担当し，現在に至っています．特に原

子力，ガスタービンおよび環境・公害関係の研究につ

いては，力を注いでおります．当所は，15研究室・5

課。1試験場（茨城県東海村に所在）の組織に，総員

470名の所員が，夫々の分野に配置され研究を行なっ

ております．こ謎では，当研究所の燃焼・伝熱分野の

ガスタービン燃焼研究グループが，最近新しく高圧燃

焼試験設備を完成したので，この装置について，御紹

介します．近年省エネルギーの観点から，高効率を達

成出来る蒸気一ガスのコンバインドサイクル及び，高

温高効率ガスタービンの要求が多く，同時にこれらの

プラント建設にあたっては，従来より一層厳しい排出

NOx・ぱいじん等の規制を受けなければなりません．

これらの要求に応えるために，かねてより排出NOx・

ぱいじん等の低減に努力してきましたが，ガスタービ

ンの大容量化,高効率化に伴うタ高温高圧化に従って，

燃焼器に要求される性能も益々厳しくなり，これ等の

要求を満足する燃焼器を効果的に開発するために，実

機相当の圧力・温度条件下での実験が,最も望ましい．

このため，大容量ガスタービン（出力10万kW級）用

燃焼器実寸法大モデルの燃焼器を実機相当の圧力温度
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図－1燃焼試験及び冷却翼試験装置
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下で実験出来る，世界でも最大級の能力（最大流量

50kg/S,最高圧力15kg/bm2G,最高燃焼温度1,300~

1,500℃）を有する大型燃焼試験設備を建設し，この程

稼動を開始したので，以下その概要を紹介する．尚本

装置は，ガスタービンの主要構成要素であるタービン

部分・圧縮機部分のモデル試験も行なえる，総合試験

装置となっている．燃焼試験設備本体は，図-1,に示

すように，直径1,914mmd,長さ4,900mmの圧力容

器であり，内部に各試験目的に応じた供試燃焼器を組

み込める様になっており，燃焼器を出た高温高圧の燃

焼ガスを利用して，大型ガスタービンの実寸法，実形

状のタービン静翼の冷却性能確認テストも行えるよう

配慮している．燃焼試験設備本体には,約40個の計測

座が設けてあり，熱電対・歪ゲージ・圧力ピックアッ

プ等の配管，配線が，この座から外部にひき出せるよ

うになっている．更に燃焼状態のモニタリングのため

テレビカメラおよびメタル温度分布モニタリング用赤

外線カメラ等が設置できるように，直径600mmのの

座が設けてある．燃焼器出口の背圧抵抗をあわせるた

めに，実機寸法の静翼を設け，流量調整弁とあわせて

調整する．また通常の燃焼試験のためには，表1に示

す計測機能を有している．

計測部を出た高温高圧の燃焼ガスは，燃焼試験設備

の後流に設けた水噴射部で，減温のために水噴射を行

ない，冷却された燃焼ガスは，流量調整弁を通って，

減圧された後，消音用多孔オリフィスを通じさらに大

表1燃焼試験設備計測機能

温度計測用熱電対 150点

j干力計測点 50点

応力計測点 30点

NOx分布計測装置 1式

煙色計測装置 1式
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かも信頼性の高いガスタービンを世に送り出すよう関

係者一同大いに意気込んでおります．

気まで，減圧して大気へ放出させる．以上簡単に新し

い高圧燃焼試験設備を紹介しましたが，今後この設備

を充分活用し，顧客の求められる高効率，低公害でし

所在地；高砂市荒井町新浜2丁目1番1号

（文責今竹忠己）
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大阪大学レーザー核融合研究センターの現状

StatusoflnstituteOfLaserEngineeringOsakaUniversity

大阪大学レーザー核融合研究センターは，わが国に

おいて慣性核融合研究を担当する唯一の研究機関で，

その目的は慣性核融合の科学的可能性を実証すること

である．昭和51年設立以来，レーザーとプラズマと

の相互作用の研究やエネルギードライバーの高性能化

に関して国際的に高い評価を得ている．慣性核融合の

研究を推進するためには，核融合反応に点火するエネ

ルギードライバーの開発，燃料ペレットターゲットの

最適化及び高度の測定技術の開発が必要である．現在

7研究部門と技術部より成り，総人員は大学院学生を

含めて100名余りに達している．

所有するエネルギードライバー装置としては，出力

0.4TWの2ビームガラスレーザー装置（激光Ⅱ号),

出力7TWの2ビームガラスレーザー装置（激光MⅡ

号)，出力4TWの4ビームガラスレーザー装置（激光

1V号),出力200J及びlkJの炭酸ガスレーザー（烈光

1号，Ⅱ号）があり，核融合実験が行なわれている．

また出力1TWのイオンビーム発生装置（励電Ⅲ，Ⅳ

号）も開発され，陽子ビームの発生，陽子ビームによ

る核融合の研究が行なわれている．

理論・シミュレーションの研究に関しては，レーザー

とプラズマとの相互作用，輸送現象，圧縮過程，燃焼

過程を解明し，実験結果の解析及び圧縮過程とその安

定性，高密度プラズマの物性等の研究を行ない，爆縮

実証実験及び科学的実証実験に用いるターゲットデザ

図－1激光MⅡ号ガラスレーザー

インを行なっている．

ターゲットの開発では，三重水素を封入した圧縮用

ペレット，爆縮用ペレットを設計，製作しており，現

在ブレークイーブン用ペレットを開発中である．

昭和55年度より，熱核融合反応により発生するエ

ネルギーがターゲットを照射したレーザーのエネルギー

と等しくなるブレークイーブンを達成することを目標

に，金剛計画が開始された．本計画では，第1段階と

して出力20kJガラスレーザー激光刈号を建設し，爆

縮実験を遂行し，第2段階として100kJ級のエネル

ギードライバーを建設してブレークイーブンを実現す

る予定である．

また慣性核融合炉（千里1号）の概念設計が進めら

れ，将来の核融合発電の形態を具体的に検討している．

写真は激光MⅡ号ガラスレーザーを示したもので

ある．

（文責山中千代衛）
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